
　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
移
行
し

た
時
期
の
日
本
全
国
の
市
町
村
数
は

七
万
一
三
一
四
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
に
「
明
治
の
大
合
併
」
が

実
施
さ
れ
て
一
気
に
合
併
が
進
展
し
、

一
万
五
八
五
九
に
減
少
し
た
。
以
後
も
漸

減
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）

年
の
「
昭
和
の
大
合
併
」
で
四
六
六
八
に

な
り
、
そ
れ
以
後
も
合
併
は
進
展
し
、
現

在
は
一
七
二
四
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

日
本
が
近
代
国
家
に
な
っ
て
か
ら
の
約

一
五
〇
年
間
で
市
町
村
数
は
四
〇
分
の
一

に
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
明
治
の
大
合
併
は
教
育
、
徴
税
、
戸
籍

な
ど
新
規
の
行
政
事
務
に
対
応
す
る
た
め

に
三
〇
〇
戸
か
ら
五
〇
〇
戸
を
行
政
単
位

に
再
編
し
た
こ
と
と
、
道
路
や
鉄
道
が
整

備
さ
れ
て
一
体
と
な
っ
て
も
不
便
が
な
い

交
流
を
す
る
な
ど
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

　
東
京
都
豊
島
区
の
公
園
面
積
の
比
率

は
一・
八
％
で
、
二
三
の
特
別
区
内
で
は

最
低
で
あ
る
し
、
最
大
の
江
戸
川
区
の

一
五
・
七
％
と
比
較
す
る
と
大
差
で
あ

る
。
区
民
一
人
当
た
り
の
公
園
面
積
で
も

○
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
や
は
り
二
三

区
内
で
は
最
小
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
鉄
の

起
点
と
終
点
の
関
係
に
あ
る
埼
玉
県
秩
父

市
と
一
九
八
三
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を

し
、
そ
の
関
係
で
二
〇
一
九
年
に
秩
父
市

内
の
約
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
葉
樹
林
を

「
と
し
ま
の
森
・
ち
ち
ぶ
」
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
活
動
の
背
景
に
は
、
理
由
が
い

く
つ
か
あ
る
。
双
方
に
共
通
の
背
景
は
、

二
〇
一
四
年
に
日
本
創
成
会
議
に
よ
り
消

滅
可
能
性
都
市
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ

り
、
と
り
わ
け
豊
島
区
は
東
京
二
三
区
で

唯
一
の
指
摘
で
あ
っ
た
た
め
、
対
策
が
必

要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
環
境
問
題
対
策
と

こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。
昭
和
の
大
合
併

は
消
防
活
動
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
な

ど
が
市
区
町
村
の
新
規
の
事
務
と
な
っ
た

こ
と
を
背
景
に
約
八
〇
〇
〇
人
を
単
位
に

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
と
と
も
に
、
中
央

集
権
か
ら
地
方
分
権
へ
の
趨す
う

勢せ
い

が
登
場
し

て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。

相
互
の
利
益
が

一
致
す
る
交
流

　
こ
こ
ま
で
の
経
緯
の
背
景
は
隣
接
す
る

市
区
町
村
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
最
近
に

な
っ
て
登
場
し
て
き
た
の
が
遠
隔
の
土
地

に
あ
る
市
区
町
村
が
交
流
し
て
相
互
の
利

点
を
享
受
し
よ
う
と
い
う
活
動
で
あ
る
。

都
市
地
域
に
あ
る
自
治
体
は
経
済
活
動
が

活
発
で
あ
る
一
方
、
余
暇
活
動
に
対
応
す

る
自
然
環
境
が
な
い
の
で
過
疎
地
域
の
自

治
体
と
交
流
す
る
事
例
と
か
、
遠
隔
で
は

あ
る
が
類
似
し
た
社
会
環
境
や
自
然
環
境

が
存
在
す
る
自
治
体
が
情
報
交
換
や
人
事

し
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
政
策
が
重
要
と
な

り
、
域
外
の
森
林
を
整
備
す
る
こ
と
で
相

殺
が
期
待
さ
れ
た
。
秩
父
市
に
と
っ
て
は

手
入
れ
の
で
き
な
い
森
林
の
一
部
が
他
者

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
交
流
人
口
も
増
加

す
る
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
。

住
民
の
幸
福
を

め
ざ
す
交
流

　
幸
福
の
定
義
は
各
人
各
様
で
あ
る
が
、

時
間
と
空
間
に
関
係
な
く
人
類
共
通
の
目

標
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
に
ブ
ー
タ
ン
王

国
の
先
代
国
王
が
、
こ
の
曖あ
い

昧ま
い

な
概
念
を

国
民
総
幸
福
量
（
グ
ロ
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ハ
ピ
ネ
ス
）
と
い
う
名
前
で
国
家
目
標
と

し
、
国
民
総
生
産
量
（
グ
ロ
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
）
よ
り
重
要
で
あ
る
と
発

表
し
て
話
題
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
地
域
の

行
政
目
標
に
な
る
と
見
抜
い
た
東
京
都
荒

川
区
の
区
長
が
全
国
の
首
長
に
声
掛
け
し

て
「
幸
せ
リ
ー
グ
」
と
い
う
団
体
が
設
立

さ
れ
た
。

　
現
在
時
点
で
七
八
の
市
区
町
村
が
会
員

と
な
っ
た
組
織
「
住
民
の
幸
福
実
感
向
上

を
目
指
す
基
礎
自
治
体
連
合
」
が
設
立
さ

れ
、
毎
年
数
回
の
会
議
を
開
催
し
て
地
域

収
集
し
、
国
内
国
外
の
多
数
の
縫
製
会
社

か
ら
対
応
で
き
る
会
社
を
選
定
し
て
生
産

を
依
頼
、
顧
客
の
要
望
に
対
応
し
て
い

る
。
従
来
の
常
識
で
は
少
量
生
産
は
高
価

に
な
る
が
、
世
界
に
は
安
価
に
生
産
で
き

る
企
業
は
存
在
し
、
従
来
の
常
識
を
打
破

し
て
い
る
。
国
内
に
は
数
千
の
縫
製
会
社

が
存
在
し
、
価
格
で
は
発
展
途
上
諸
国
と

競
争
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
視
点
を

変
化
さ
せ
れ
ば
新
規
の
市
場
は
存
在
す
る

好
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
二
例
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
連

携
範
囲
が
地
域
か
ら
全
国
、
さ
ら
に
は
世

界
に
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
に
紹

介
し
た
合
併
の
事
例
は
鉄
道
や
道
路
に
よ

り
空
間
が
接
続
し
て
い
る
範
囲
で
の
連
携

で
あ
っ
た
が
、
以
後
の
事
例
は
距
離
に
関

係
な
く
、
目
的
が
一
致
す
る
場
合
の
連
携

で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
通
信
技

術
の
発
展
が
も
た
ら
し
た
距
離
の
消
滅
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア

リ
テ
ィ
技
術
が
進
歩
し
浸
透
す
る
社
会
で

の
連
携
を
発
見
す
る
こ
と
が
企
業
の
重
要

な
目
的
に
な
る
。。

の
住
民
の
幸
福
を
向
上
さ
せ
る
政
策
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ブ
ー
タ
ン
王

国
の
国
会
議
員
が
荒
川
区
を
訪
問
、
相
互

に
距
離
の
あ
る
自
治
体
間
の
防
災
協
定
の

締
結
、
荒
川
区
職
員
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

へ
の
加
盟
自
治
体
の
職
員
の
留
学
な
ど
、

従
来
の
行
政
の
枠
組
み
で
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
活
動
が
実
現
し
て
い
る
。

距
離
に
関
係
の
な
い

連
携
の
登
場

　
こ
こ
ま
で
相
互
の
距
離
と
い
う
障
壁
を

打
破
し
た
自
治
体
間
の
交
流
を
登
場
さ
せ

た
連
携
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
民
間
企
業

で
も
同
様
の
関
係
は
可
能
で
あ
る
。
福
岡

県
福
岡
市
で
地
域
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て

い
た
料
理
教
室
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
生
徒
が
皆
無
と
い
う
事
態
に
直
面
し

た
。
そ
こ
で
宮
城
県
石
巻
市
の
水
産
加
工

会
社
か
ら
各
地
の
生
徒
の
自
宅
に
教
材
と

な
る
鮮
魚
を
直
送
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
料

理
の
方
法
を
講
習
す
る
仕
組
み
を
実
現
し

た
と
こ
ろ
、
人
気
の
あ
る
料
理
教
室
に
転

身
で
き
た
。

　
熊
本
県
熊
本
市
に
あ
る
企
業
は
さ
ま
ざ

ま
な
会
社
が
必
要
と
す
る
制
服
の
要
望
を
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